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毎年 2月 1日 から3月 18日 まで
「サイバーセキュリティ月間」です

この期間中、国民の皆さんのサイパーセキュリティに関する意識を高めてもらお うと、政
府ではサイパーセキュリティの普及啓発活動を集中的に推進 しています

インターネットの世界での安心 `安全を目指して、和歌山県警でも普及啓発活動に取り組
んでいます。
SNSや動画配信、リモー トワークにキャッシュレス決済など、インターネットは日常生

活の一部と言つていいほど、深く浸透しており、非常に便利なものですが、そこにはさまざ
まな危険も潜んでいます。

この機会に、他人事ではなく自分のこととして、サイバーセキュリティやインターネット
の利用について考えてみましょう。

・サイパー空間の脅威と現状
インターネットでは日々新たなサービスが展開され、行政サービスや経済活動など、私た

ちの生活になくてはならないものになっています。
その反面、闇バイ トと称した犯罪への勧誘広告やフィッシングによる不正送金被害、スマ

ー トフォン決済サービスの不正使用は後を絶たず、ランサムウェア (身代金要求型マルウェ
ア)攻撃により、病院や物流が機能停止に陥るなど、人命や社会システムに影響を及ぼすよ
うな事案も発生しており、サイバーセキュリティ対策の重要性が改めて注目されています。
和歌山県では、サイバー空間におけるトラブルや犯罪被害の相談が、平成 26年以降千件

以上寄せられており、
`昨

年は二千件を上回るなど、非常に増加 しています。
・ サ イバー犯 罪被害防止 のポイ ン ト

犯罪者は、メールやSMSか らフィッシングサイ トヘ誘導、あるいはセキュリティの甘さ
をついて、パソコンやスマホといったインターネット接続機器にマルウェアを感染させるな
どし、侵入します。
被害を防止し影響を最小限にするため、次の対策を心がけましょう。
・ メール等に記載のURLや添付ファイルを不用意に開かない
・ メール設定を見直し、送信元不明のメールを受信拒否する
。 届いたメールの送信元として記載されている企業名を検索し、その企業名を使用し
た悪質メール等の情報がないか確認する              £́・●・■_
OSやアプリを最新の状態に保つ                riゴ
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・投資、副業をかたる詐欺に注意
投資、副業などの名目で30～ 50代の方がお金をだまし取られる詐欺被害が急増中。
報酬を受け取ることができると信じ込ませ、取引きや違約金などの名 日でお金の振り込みを要求されます。
「簡単にお金が稼げる」という「うまい話」には、注意してください。

・「電子マネーカードを買って番号教えて」は詐欺
「未納料金がある」「ウイルス感染したパソコンのサポー ト代金」などの支払いとして、コンビニエンスス トア
などで電子マネーカー ドを買うように言われたら、それは詐欺。

まずは、県警察の特殊詐欺被害防止専用フリーダイヤル「ちょっと確認電話」で確認を。

あわてず、あせ らず 、まず確認 :

特殊詐欺被害防止専用 フ リーダイヤル
「 ち ょ っ と 確 詔距E話 」

0■ 20Ⅲ… 503-878
こ れ tま  わ な や
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ヒー トショックにご注意を !

2月 に入つても寒さはまだまだ続きます。
ヒー トショックとは急激な温度変化によつて引き起こされる健康障害です。
冬場に浴室へ入る際は、脱衣所を暖かくしてから入るようにしましょう。
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を実施することがあります。 ご協力お願 いします。特殊許欺事件の警成広報等有田湯浅警察署では、防災無線により
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